

































場所：愛知大学豊橋校舎 本館第 3・4 会議室
テーマ：「交流の歴史からみる三河・遠江・
（1）所員会議


















































日時：2016年 3 月 5 日（土）14時～16時


























































































































































































































































































表 1 綜合郷土研究所地域見学会 （2016 年 5 月 15 日） タイムスケジュール
9 ： 00　　 愛知大学豊橋キャンパス正門前集合 （総勢 45 名）、 貸切バスに乗車して出発
　　　　　 　東名高速道路豊川インター⇒東海環状自動車道豊田環八インターを経由して足助へ
11 ： 05　　足助城 （復原公園） 着 ・ 見学　　本丸から足助の街並みを展望
11 ： 35　　足助城を出立し、 足助支所駐車場にバスを駐車、 香嵐渓を徒歩移動
12 ： 00　　足助屋敷到着、 屋敷内の薫風亭 （くんぷうてい） にて昼食、 昼食後各自散策
13 ： 45　　足助屋敷前に再集合⇒徒歩にて新緑の香嵐渓を見学しながら移動






























































































ており、わずかながら大正 4 ～ 7 年頃の同文
書院の様子がうかがえる。
　ただし今回購入した中には、西尾家以外に、
元大蔵省御用掛であった同郡恒武村の小栗義
一郎関係文書（約60点）や、信濃国南安曇郡
豊科村関係の文書（約20点）を含んでいる。
購入以前に混入したもので、その経緯は不明
である。よって、現状のままを維持すること
とした。
　なお、昨年度と同様に綴り直された痕跡が
みとめられる。新しく付けられた表紙には、
昭和の年次が見られた。今回もあきらかに後
世の人の手が加わっていることは無念であ
る。利用にあたっては再編・混入等々を考慮
関係地図
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堤村
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－ 225 －
活　動　報　告
し、慎重を期す必要がある。
村上忠順自筆写本
（史料群№ 290）
　2016年度に古書店から購入した和装本 1
点。「吉野川」と題された写本で、古書店の
包みには「吉野川　忠順自筆」とあった。
　村上忠順は、三河国碧海郡堤村の生まれで、
刈谷藩の藩医を勤めるかたわら、藩主や藩士
への学問の講義を行い、政治情勢についての
意見も求められるなど、刈谷藩内において重
要な人物であった。忠順は、古事記を中心と
した国学の研究を行う国学者でもあった。尾
張藩士で国学者の植松茂岳に古事記を学び、
のちに本居宣長系統である本居内遠の門下と
もなって、日本古学派の神道を重んじた（『村
上忠順家所蔵図書目録』豊田市教育委員会、
2009年）。
　本史料は序文の署名に「四方樹庵あるし
（主）」とみえる。忠順は蓬廬と号しているこ
とから、「蓬」「四方樹」＝“よもぎ”は忠順
を示すものと思われる。内容も神代について
の写本であることから、忠順の行っていた古
事記研究に連なるものであると考えられる。
２．歌川研究室文書の整理
　本研究所の未整理古文書のうちに「歌川研
究室より運び出したものヵ」とメモが付され
た段ボール箱入りの文書群がある。
　この史料群は、故・歌川學教授が整理・研
究のために保管していたと思われるもので、
先生が急逝されたために、当研究所に搬入さ
れたと考えられる。しかし、具体的な経緯は
定かでなく、後に購入した史料が混入してい
る可能性もある。今後の整理の進捗状況に
よっては、名称も検討する必要がある。ただ
し現時点では、整理過程にあった歌川先生へ
の敬意を込めて「歌川研究室文書」と呼称し、
整理中である。
　内容としては、三河国馬見塚村渡辺家に関
係する文書をはじめとした多種多様な史料群
の集合体である。歌川先生や旧整理者による
整理のもと、ある程度のまとまりがあること
から、箱・封筒の状況を加味しつつ小史料群
ごとに分類して整理を行っている。既に、分
類整理を行った小史料群は以下の通りである。
小史料群 点数
吉田家中町方文書 128
尊勝院文書 20
加賀領江州今津弘川・海津村文書 11
村誌 14
大木村島田家文書 88
渥美郡保美村文書 2
新城能登瀬鈴木家文書 124
渡部家文書 74
金田村文書 52
新城村松屋山田家文書 12
バラ・個別史料 67
　現在進行中のものには、上矢田村（西尾市）、
日下部村（豊川市）、大和田村（新城市）の
ものが多くみられる。それぞれ貴重な史料群
であることから、なるべく早く整理を行って
目録化し、公開出来るように整備していきた
い。
３．八名郡牛川村松坂家文書
（史料群№ 10）
　今年度はおよそ4400点の資料の整理を行
なった。対象となった資料は、新田経営関係
資料・土地売渡証文・借金証文・領収書・書
状が圧倒的に多く、新田関係資料のなかには、
高潮や地震による被害を知ることが出来るも
のが含まれていた。
　そのほか、大塩平八郎の乱・桜田門外の変
などの社会情勢を記した資料や、分家の初代
喜右衛門忠慎の和歌なども見られた。
　 （文責　臨時職員　荒木亮子・山下智也）

